
◎基本情報

主

副

○ 対象 ● 対象外 ○ 対象 ● 対象外

● 経常経費 ○ 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

● 直営　 ○ 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 28,456,831 30,010,000 27,873,114 31,544,589

事業費

の内訳

令和3年度決算

主な内訳は以下のとおり（※特別会計の事業のため、職員の人件費は事業費に含まれる）
給与費：１１，７９６，９２９千円
薬品費：４，４３３，１２０千円
医療材料費：２，１６４，８７８千円
委託料：２，５５０，７９４千円

令和4年度予算

主な内訳は以下のとおり（※特別会計の事業のため、職員の人件費は事業費に含まれる）
給与費：１１，８９８，００９千円
薬品費：５，６７８，９１７千円
医療材料費：２，３１２，７００千円
委託料：２，８６７，０８９千円

人工 1,126.0 1,131.0 1,154.0 1,132.0

人件費 0 0 0 0

事業費 28,456,831 30,010,000 27,873,114 31,544,589

うち特定財源 11,170,024 5,042,260 9,651,453 8,581,426

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

医療法、医師法、医薬品医療機器法、その他関係法令

他都市の状況

他都市の自治体病院においても、本市同様、医療ニーズや疾病構造の変化に対応するための取り組みが行われ
ている。

実施結果

中期経営計画に基づき、質の高い医療の提供、経営基盤の強化、計画的な施設、設備、高度医療機器の整備、
患者サービスの向上に向けた取組を行った。

事業実施における
工夫点

計画の実効性を確保していくために、事業管理会議（経営層による月４回の会議）において、進捗状況の確認、見
直しや改善指示を行った。

対象者 患者、連携医療機関等 開始 0 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

市民のために高度急性期病院の役割である「最後のとりで」として地域の医療機関を支えるために、医療の質のさ
らなる向上と将来に向けた経営の改善を両立させる。

長期

公立病院として時代の要請に応えながら、複雑かつ多様化する医療ニーズに対応していく。

取組内容

将来にわたって市民に信頼され、安全で安心できる質の高い医療を提供することをめざし、公立病院として、救急
医療、周産期医療、精神医療等の政策的な医療を提供するとともに、３３の診療科を擁する基幹病院として、重症
患者に対する急性期医療を中心に、他の医療機関では対応の難しい合併症を持った患者への治療等にも積極的
に取り組む。
また、地域医療支援病院として、他の医療機関との連携のもと、地域完結型医療の構築に努める。
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◎検証（振り返り）

■ 企画 ■ 実施 ■ 評価 □ 対象外 ■ 回答 □ 反映

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

● 改善 ○ 現状維持 ○ 休止・廃止

○ 拡充 ● 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
高度急性期病院及び地域支援病院並びに感染症指定医療機関としての役割を果たしながら、経常収支の
黒字を維持している。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

新型コロナウイルス感染症の状況も踏まえながら、引き続き高度急性期病院及び地域支援病院の役割と感
染症指定医療機関としての役割の両立を図っていく。

予算
上記を念頭に予算編成を行う。

見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

新型コロナウイルス感染症の状況も踏まえ、市内の医療提供体制に
おいて、その時々で必要な役割を果たしている。 見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

地域からの紹介患者や救急患者をより多く受け入れる体制をつくることにより収益の向上を図る必要があ
る。当面は新型コロナウイルス感染症への対応が継続すると考えられるため、一般診療の両立が課題であ
る。

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

採算性や専門職の確保等の面から民間医療機関では提供が困難な医療（救急、周産期、小児、
精神、災害）、実施する医療機関が限定される医療（感染症、エイズ）などを安定的・継続的に提
供するためには、現状の直営が適切である。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

平時からの政策的な医療の提供に加えて、新型コロナウイルス感染症への対応においても、そ
の時々で必要な役割を果たしている。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

新型コロナウイルス感染症への対応のため、新入院患者数及び病床利用率は予定を下回った
が、市保健所等と連携しながら、重症度の高い患者や他の病院では受入れが難しい患者を中心
に、９００人以上の新型コロナウイルス感染症患者を受け入れるなど、求められる役割を果たし
た。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

高度急性期病院かつ地域医療支援病院として、地域の医療機関を支えるために適正な事業規模
となっている。

黒字継続 黒字継続 黒字継続 黒字継続

項目 判定 理由

黒字継続 黒字継続 黒字継続

成果指標２

指標名 資金収支の黒字化

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

57.20% 73.10%

成果指標１

指標名 経常収支の黒字化

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

黒字継続

15497

活動指標２

指標名 病床利用率

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

57.00% 85.60%

活動指標１

指標名 新入院患者数

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

11724 18029 11993


